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東
京
都
内
の
人
と

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

す
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
▼
あ
る
会
議

で
、
Ｐ
Ｃ
画
面
越
し

で
も
ハ
ッ
キ
リ
わ
か
る
く
ら

い
に
、
抜
歯
の
影
響
で
相
手

の
頬
が
腫
れ
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
な
か
な
か
痛
々
し
い

姿
だ
っ
た
の
で
、「
落
ち
着
い

た
ら
、
ぜ
ひ
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
」と
声
を
か
け
る
と「
そ

う
で
す
ね
、
こ
の
マ
ン
ボ
ウ

が
落
ち
着
い
た
ら
是
非
！
」

と
い
う
返
事
で
終
わ
り
ま
し

た
▼
抜
歯
で
膨
れ
上
が
っ
た

自
身
の
顔
面
を
魚
類
で
フ
グ

の
仲
間
の
「
マ
ン
ボ
ウ
」
と

表
現
し
た
の
か
と
私
は
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、「
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
」
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
し
た
▼
日
常

会
話
の
中
で
も
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
「
コ
ロ
ナ
」
に

関
係
す
る
言
葉
が
飛
び
交
う

中
、
新
し
い
言
語
表
現
な
ど

も
生
ま
れ
る
よ
う
な
気
が
し

た
瞬
間
で
し
た
。
　
　（
Ｎ
）

　
▼
葛
原
岡
神
社
例
大
祭
　

３
日
11
時
神
前
祭
・
墓
前
祭
、

関
係
者
の
み
。
５
日
宵
宮
祭

中
止
。
６
日
由
比
ガ
浜
方
面

へ
神
輿
渡
御
中
止
。

　
▼
蛍
放
生
祭　 

12
日
19

時
。
祭
典
の
み
、拝
観
な
し
。

鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
五
所
神
社
例
祭
　
13
日

例
大
祭
10
時
、
関
係
者
の

み
。
11
時
神
輿
く
ぐ
り(

要

申
込)

。
11
時
半
神
輿
渡
御
。

宵
宮
祭
、
見
目
明
神
祭
、
海

上
渡
御
、三
つ
目
神
楽
中
止
。

　
▼
瑞
賢
忌
　
16
日
10
時
、

建
長
寺
。
江
戸
初
期
の
豪
商

で
治
水
工
事
や
航
路
開
発
の

功
労
者
河
村
瑞
賢
の
法
要
。

　
▼
大
祓
式
・
古
神
札
焼
納

祭
　
30
日
鶴
岡
八
幡
宮
。

６月

湘
南
鎌
倉
医
療
大
学
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広
町
緑
地
や
御
谷
で
体
験
学
習

広
町
緑
地
や
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谷
で
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験
学
習

広
町
緑
地
や
御
谷
で
体
験
学
習

　
鎌
倉
の
夏
の
定
番
「
納
涼

う
ち
わ
」
が
、
６
月
か
ら
販

売
さ
れ
る
＝
写
真
。

　
鎌
倉
市
観
光
協
会
が
１
９

７
７
年
か
ら
製
作
を
始
め
、

鎌
倉
の
納
涼
う
ち
わ

　「
夢
花
火
―
時
計
草
―
」

広
町
の
森
で
医
療
大
の
学
生
た
ち

で
す
が
、
こ
の
韋
駄
天
像
は

鎌
倉
国
宝
館
に
委
託
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
像
は
韋
駄
天
走
り
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
俊
足
で

細
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
的
な
容

姿
で
は
な
く
、
む
し
ろ
童
顔

で
太
い
脚
で
逞
し
く
大
地
を

踏
み
し
め
て
い
る
お
姿
な
の

で
す
。
京
都
の
泉
せ
ん
に
ゅ
う
じ

涌
寺
の
韋

駄
天
像
が
古
く
知
ら
れ
ま
す

が
、
当
像
も
形
が
近
く
、
日

本
の
韋
駄
天
像
の
手
本
と

な
っ
た
秀
逸
な
像
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

鎌
倉
仏
の
特
徴
で
あ
る
土ど

紋も
ん（

粘
土
と
漆
で
作
ら
れ
た

文
様
）
が
甲
冑
に
施
さ
れ
像

の
裏
側
に
ま
で
綺
麗
に
残
っ

　「
韋い

だ
て
ん

駄
天
走は

し
り
」
と
知
ら

れ
て
い
る
韋
駄
天
は
、
お
釈

迦
様
が
涅
槃
に
つ
か
れ
た
と

き
そ
の
お
舎し
ゃ
り利
（
仏
歯
）
を

奪
っ
て
逃
げ
た
悪
鬼
を
追
い

か
け
見
事
に
取
り
戻
し
た
の

が
韋
駄
天
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
天
軍
一
の
俊
足
を
誇
っ
た

こ
と
か
ら
よ
く
走
り
、
よ
く

回
る
よ
う
に
と
、
お
寺
で
は

伽
藍
の
守
護
神
と
し
て
特
に

禅
宗
寺
院
で
は
玄
関
や
庫

裏
、典て
ん
ぞ
う座（
台
所
）に
お
祀
り

さ
れ
、
韋い
だ
て
ん
ふ

駄
天
諷
経ぎ
んと
い
う

朝
の
お
勤
め
は
目
が
覚
め
る

よ
う
な
速
さ
で

お
経
を
唱
え
一

日
が
元
気
に
は

じ
ま
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
禅
寺
、

鎌
倉
五
山
第
四

位
臨
済
宗
円
覚

寺
派
金
寶
山
浄

智
寺
所
蔵
の
韋

駄
天
立
像
が
今

回
の
み
ほ
と
け

で
す
。
緑
に
包
ま
れ
た
境
内

は
自
然
豊
か
で
季
節
の
野
花

が
美
し
く
咲
い
て
い
ま
し

た
。
花
好
き
に
と
っ
て
は
た

ま
ら
な
い
花
木
が
豊
富
に
あ

り
、
庭
は
造
り
過
ぎ
ず
に
野

趣
が
あ
り
な
が
ら
さ
り
げ
な

く
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い

る
風
が
鎌
倉
ら
し
さ
で
あ

り
、
京
の
美
し
さ
と
は
趣
を

異
に
す
る
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
　
　

　
さ
て
そ
ん
な
浄
智
寺
さ
ま

浄
智
寺
・
韋
駄
天
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（110）

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
び
っ
く

り
し
た
の
は
眼
の
部
分
で
す

が
、
黒
い
石
の
よ
う
な
瞳
が

嵌
め
込
ん
で
あ
り
ま
す
。
な

の
で
余
計
可
愛
く
見
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
浄
智
寺
の
歴
代
住
持
は
渡

来
僧
も
多
く
、
中
国
宋
代
の

文
化
が
い
ち
早
く
日
本
の
鎌

倉
に
伝
わ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
目
の
覚
め
る
よ
う

な
韋
駄
天
諷
経
で
一
気
呵
成

に
コ
ロ
ナ
を
退
散
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
い
ま
し

た
。

　
寄
木
造
、玉
眼
（
瞳
の
み
）

土
紋
・
彩
色
。像
高
86
・
９
㎝
。

南
北
朝
時
代
。 

　
※
拝
観
は
鎌
倉
国
宝
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
わ
び
　
５
月
号
「
鎌
倉

み
ほ
と
け
」
の
記
事
で
、「
沢

庵
宗
彭
師
」
と
あ
っ
た
の
は

「
沢
庵
宗
彭
禅
師
」
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
鎌
倉
広
町
緑
地
で
５
月
15

日
、湘
南
鎌
倉
医
療
大
学（
荒

賀
直
子
学
長
）
の
学
生
た
ち

が
、
藍
の
種
ま
き
の
畑
作
業

の
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

　
湘
南
鎌
倉
医
療
大
学
は
、

学
校
法
人
徳
洲
会
が
２
０
２

０
年
４
月
に
開
校
し
、
１
学

年
１
０
０
人
の
看
護
学
部
看

護
学
科
を
開
設
し
て
い
る
。

　
建
学
の
地
と
な
る
鎌
倉

の
地
域
特
性
を
学
ぶ
た
め

の
授
業
を
計
画
し
た
い
と

２
０
１
９
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
体
験
学
習

を
行
う
方
向
で
両
者
と
協
議

が
整
い
、
相
互
の
連
携
及
び

協
力
に
関
す
る
協
定
の
締
結

に
至
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
い
、
昨
年
度
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
中
心
と

な
り
、
体
験
学
習
は
延
期
さ

れ
て
い
た
が
、
今
年
度
か
ら

授
業
を
開
始
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
基
礎
教
養
科
目
（
選

択
科
目
）
体
験
学
習
（
１
単

位
）。
１
年
生
が
20
人
、
２

年
生
が
３
人
の
計
23
人
が
受

講
す
る
。

　
鎌
倉
広
町
の
森
市
民
の
会

は
、
鎌
倉
市
南
西
部
に
残
さ

れ
た
谷
戸
や
森
の
緑
地
「
広

町
緑
地
（
約
48 

ha
）」を
、
市

と
協
力
し
て
保
全
・
維
持
管

理
し
て
い
る
。
当
日
、
広
町

緑
地
に
集
合
し
た
学
生
と
大

学
ス
タ
ッ
フ
計
30
人
が
同
会

の
説
明
を
受
け
、
植
樹
の
様

子
を
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と

見
学
。
そ
の
後
、
畑
に
移
動

し
、
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
同
会
・
畑
の
会
の
指
導

の
も
と
荒
地
を
開
墾
し
、
藍

の
種
ま
き
を
し
た
。
初
め
て

の
畑
体
験
に
元
気
な
歓
声
が

上
が
っ
て
い
た
。

　
会
員
の
案
内
で
１
時
間
緑

地
内
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
、
気

持
ち
の
良
い
汗
を
か
き
な
が

ら
、
緑
地
内
の
豊
か
な
自
然

を
堪
能
し
た
。
同
会
で
は
、

「
将
来
日
本
の
医
療
界
で
活

躍
す
る
若
者
た
ち
が
、地
元
、

鎌
倉
の
良
さ
を
理
解
し
、
愛

着
を
持
つ
た
め
の
一
助
に
な

れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

　
広
町
で
の
今
後
の
予
定

は
、
６
月
田
植
え
、
ホ
タ
ル

散
策
、
７
月
に
育
っ
た
藍
を

収
穫
し
て
藍
染
め
に
挑
戦
す

る
。

　
鎌
倉
風
致
保
存
会
は
、
５

月
８
日
に
湘
南
鎌
倉
医
療
大

学
講
義
室
で
、
１
回
目
の
鎌

倉
の
自
然
と
歴
史
に
つ
い
て

の
講
義
と
、
同
保
存
会
の
活

動
紹
介
を
行
っ
た
。

　
同
保
存
会
は
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
）
に
設
立
さ
れ
た

日
本
最
初
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
団
体
で
、御
谷
山
林
・

笹
目
緑
地
・
十
二
所
果
樹
園

な
ど
を
保
有
し
て
い
る
。
次

回
以
降
は
、
７
月
鎌
倉
駅
周

辺
の
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
、
建
長

寺
回
春
院
周
辺
で
草
刈
り
と

講
話
、
８
月
御
谷
周
辺
の
草

刈
り
と
坂
井
家
住
宅
（
扇
ガ

谷
）
見
学
と
講
義
、
９
月
湘

南
鎌
倉
医
療
大
学
で
合
同
成

果
発
表
を
予
定
し
て
い
る
。

荒
地
を
開
墾
し
、
藍
の
種
ま
き

鎌
倉
広
町
の
森

市
民
の
会
と
鎌

倉
風
致
保
存
会

に
協
力
の
要
請

を
し
た
。
鎌
倉

の
山
林
や
緑
地

46
作
目
。毎
年
、鎌
倉
ゆ
か
り

の
画
家
が
絵
柄
を
手
掛
け
て

い
る
。
今
年
は
生
ま
れ
も
育

ち
も
鎌
倉
、
鎌
倉
在
住
の
日

本
画
家
・
松
岡
美
樹
子
さ
ん

の
「
夢
花
火
―
時
計
草
―
」。

青
色
の
背
景
に
大
輪
の
白
い

花
が
涼
し
げ
だ
。
竹
製
、
手

作
り
で
１
本
３
５
０
円
。
同

協
会
事
務
所
や
通
販
サ
イ
ト

で
販
売
。
同
協
会
☎
０
４
６

７
・
23
・
３
０
５
０


